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委員長　　宮川　豊章

第150回　コンクリート工事用樹脂部門委員会　開催ご通知

　下記により，標記部門委員会を開催いたしたく存じますので，お繰り合わせのうえご出席のほどお願い申し上げます．

　勝手ながら，来る5月7日（月）までに別葉により委員会の出欠をご回示のほどお願い申し上げます．

　なお，会誌に掲載の通り，今回は学術講演会に併催の「公開部門委員会」としての開催です．

記

日　　時：
2007年5月18日（金）　14:00～17:00

場　　所：
名城大学　天白キャンパス　共通講義棟北館　N402


〒468–8502　名古屋市天白区塩釜口1–501



http://www.meijo–u.ac.jp/
議　　題：

(1) 名古屋高速道路におけるコンクリート構造物の維持管理の現状






名古屋高速道路公社
森下　宣明　氏

(2) 有機繊維の特徴を生かしたセメント系補修材料の最適化

－ヨーロッパでの材料開発の動向－






名古屋大学

国枝　稔　氏

(3) コンクリート工事用樹脂部門委員会の歴史






岐阜大学名誉教授
小柳　洽　氏

(4) その他

・補修用樹脂小委員会




宮川　豊章　主査
・コンクリート構造物の補修，補強，アップグレードシンポジウム
服部　篤史　実行委員会幹事長
　（2007年11月02日（金）於東京工業大学）
・建設材料特集号




山本　貴士　編集担当委員
・その他


今後の日程：第151回　2007年10月26日（金），第152回　2008年03月14日（金）

備　　考：

事務局へのご連絡は下記までお願い致します．

〒606–8301　京都市左京区吉田泉殿町1–101　(社)日本材料学会　（担当：今井）

TEL 075–761–5321　FAX 075–761–5325　E-mail: imai@jsms.jp

公開部門委員会

コンクリート工事用樹脂の過去と将来

企　画　　コンクリート工事用樹脂部門委員会
会　場　　名城大学天白キャンパス
時　間　　14:00～17:00
趣　旨

　建設材料の中で最も多く利用されている材料の一つであるセメントコンクリートは，鉄筋などの鋼材はもちろん，種々の高分子材料すなわち樹脂，繊維，ゴム等と併せ用いることによって，各々の単独使用では得ることのできない各種の優れた性能を発揮させることができる．

　このような試みは，古くから，また世界的に，種々の観点について行われている．また，近年のコンクリート構造物の早期劣化に対する補修・補強材料としても適用が検討されてきており，現在までに，多くの実施工例や，試験法を含む種々の規準類の制定を見ている．

　しかし，少子高齢化により税収が減少する中での維持管理時代に突入した昨今，単に技術的な性能のみを追いつづけることだけでは，複雑な社会におけるアカウンタビリティーを果たしたうえでの持続的な発展は得られないものと思われる．

　このような非常に困難な局面において，当部門委員会では，温故知新を一つのテーマとしました．今回，標記テーマに関する話題提供を，ご専門によらずご関心をお持ちの多数の方々に広く公開し，討議を深めたいと考えております．多数のご参加をお待ちしております．
プログラム

1. 14:00～16:45　講　　演
(1) 名古屋高速道路におけるコンクリート構造物の維持管理の現状

名古屋高速道路公社　森下　宣明　氏

　名古屋高速道路は，現時点での供用延長62kmであり，古い路線では建設後30年程度が経過している．これらの路線では，経年劣化等を起因としたコンクリートのひび割れ・浮き等の劣化が顕在化している箇所もあり，安全対策，予防保全の観点からの補修・補強を実施している．

　ここでは，現在までに名古屋高速道路で実施してきた補修，補強対策の事例紹介をとおして，名古屋高速道路における維持管理の考え方，具体的な補修，補強設計における問題点，実務からみた高分子材料へのニーズ，予防保全も念頭においた今後の維持管理の方向性について紹介する．

(2) 有機繊維の特徴を生かしたセメント系補修材料の最適化　－ヨーロッパでの材料開発の動向－

名古屋大学　国枝　稔　氏

　近年，短繊維補強セメント系材料が高性能化し，従来までの鋼繊維だけでなく，様々な有機繊維を利用した高性能化が試みられており，また補修材料としての利用も期待されている．

　ここでは，スイスを中心としたコンクリート構造物の紹介，ヨーロッパでの繊維補強セメント系材料の材料開発や適用の動向を紹介する．さらに，有機繊維の特徴を生かした材料の最適化方法，より高耐久な補修材料の開発に挑戦した事例およびその適用のアイデアについて紹介する．

(3) コンクリート工事用樹脂部門委員会の歴史

岐阜大学名誉教授　小柳　洽　氏

　樹脂は多方面で利用されており，これらの用途のそれぞれで要求される目的・方法に適する樹脂の種類も多い．しかし，細部ではこれらの樹脂の持つ性能は異なる点が多く，しかも，目的・方法に対して必要とされる性能についてもまだ明確にされたとは言い難い．このため，コンクリート工事に樹脂を利用するうえでの問題点について調査研究を行い，樹脂の適正利用について検討し，さらにこれら樹脂の用途に応じた試験方法ならびに使用指針の作成を目的として，1961年（昭和38年）2月に本委員会は設立された．その後現在に至るまで，当部門委員会は，コンクリート工事用樹脂の歴史とともにある．

　ここでは，当部門委員会の現在までの取組みの経緯など，その歴史の一部を紹介することで，コンクリート工事用樹脂の過去を振り返り，新たなステップアップへのきっかけとしたい．

2. 16:45～17:00　一般議事






